
金
滞
古
蹟
志
巻
大

一
仕
切
一
仕
切
に
問
教
を
書
き
蛾
せ
た
り
。
按
宇
る
に
槌
現
堂
の
門

前
と
い
へ
る
事
は
、
東
照
宮
の
門
前
地
に
附
け
ら
れ
し
故
た
り
。
故

に
昔
は
櫛
現
堂
町
と
も
呼
ぺ
り
。
寛
永
廿
年
八
月
束
叡
山
大
借
正
よ

り
書
簡
如
v
定。

今
度
東
照
植
現
第
=
御
週
一
村
井
兵
部
少
輔
殿
袋
元
首
尾
能
く
今
日
奉
v

守
出
御
候
凶
無
=
呉
儀
-
可
v需
品
着
御
-
候
問
.
御
法
事
等
首
尾
能
き
様
御

取
持
任
入
候

e

何
東
照
植
現
門
前
之
儀
.
末
代
之
儀
候
聞
.
民
少
御
相

談
候
而
御
寄
附
之
儀
.
御
衣
而
に
筑
前
守
殿
h
可
v
被
v
建
候

4

先
づ
以

て
共
の
儀
を
不
=
申
談
一
疎
遠
之
至
に
候

e

我
等
茂
従
a
去
月
中
旬
-
相
煩

ひ
.
子
ν
今
平
臥
之
妙
に
候
.
大
方
得
=
験
無
-
候
間
.
可
御
心
易
候
。
委

曲
常
照
院
可
v
申
候
。
恐
々
謹
一
言

a

八
月
廿
日

備

正

大

西
尾
隼
人
殿
人
々
御
中

植
現
堂
町
・
雨
末
寺
町
、
共
の
外
町
並
に
つ
ピ
き
町
を
立
有
ν
之
蕗
之

儀、
a

本
町
同
然
、
締
法
度
以
下
賭
事
、
町
奉
行
よ
り
可
v
一
被
-
申
付
-
候

事。

鹿
安
二
年
四
月
十
二
日

務津

-傘悶

隼玄

人審

E 頭

占
y
と
い
へ
り
。
平
次
接
や
る
に
、
右
雨
書
の
設
は
‘
並
陀
一
後
人
の
附

合
た
る
べ
し
。
紳
議
寺
は
東
照
宮
の
別
蛍
に
て
、
紳
麓
寺
を
ば
別
賞

屋
敷
と
呼
べ
り
。
御
門
前
町
と
綿
し
た
る
地
、
卸
ち
共
の
賓
紳
議
寺

の
門
前
地
と
も
い
ふ
ぺ
け
れ
ど
、
共
の
初
め
城
内
へ
勧
誘
あ
り
し
東

照
宮
の
門
前
地
に
寄
附
あ
り
し
故
に
、
権
現
堂
町
と
も
様
現
堂
御
門

前
と
も
呼
び
け
る
も
.
の
也
。
外
寺
院
の
門
前
地
は
皆
某
寺
門
前
と
呼

ぴ
つ
れ
E
.
御
門
前
町
は
城
内
に
勤
務
あ
り
し
'
東
照
宮
の
門
前
地
に

τ‘
東
照
宮
を
ば
御
宮
と
稽
し
来
り
け
る
故
に
‘
そ
の
門
前
地
も
御

門
前
と
崇
敬
し
、
迭
に
町
名
を
も
御
門
前
町
と
呼
ぺ
る
た
る
べ
し
。

今
此
の
町
名
を
陵
す
と
い
へ
ど
も
、
倫
俗
に
御
門
前
町
と
呼
ぺ
り
。

O
内

惣

構

掘

此
の
惣
梼
掘
は
嘗
務
中
金
谷
門
漣
よ
り
金
谷
出
丸
を
巡
り
、
不
関
門

前
を
経
て
?
近
江
問
・
新
町
の
後
を
抑
総
ら
し
、
母
衣
町
よ
り
浅
野

川
へ
流
通
し
、
東
は
奥
村
氏
の
第
後
よ
り
盤
ち
初
め
、
味
噌
磁
町
よ

り
枯
木
橋
へ
流
通
し
、
母
衣
町
民
至
り
溜
野
川
へ
流
遺
す
。
之
を
内

惣
櫛
と
呼
べ
り
。
中
に
も
金
谷
殿
の
外
廻
は
、
従
前
は
淘
掘
に
た
し

あ
り
し
か
ど
、
尾
山
紳
祉
を
此
の
地
に
建
築
し
、
明
治
八
年
肺
門
治

替
の
時
土
居
を
崩
し
‘
惣
掘
を
悉
く
埋
め
.
今
僅
に
残
れ
り
。
堀
下

金
滞
官
賦
志
港
宍
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宮

城

釆

女

殿

協

回

九

兵

衛

殿

右
書
簡
等
に
て
見
れ
ば
、
寛
永
二
十
年
に
城
内
北
，
丸
に
東
照
宮
の

枇
を
建
立
あ
り
て
‘
混
宮
の
際
北

J

丸
の
近
漣
な
る
に
依
つ

τ、
松

原
町
の
地
建
を
ば
東
照
宮
の
門
前
地
と
注
し
、
地
子
を
別
賞
所
へ
寄

附
せ
ら
れ
し
故
、
町
名
を
櫨
現
堂
町
と
稀
し
、
或
除
機
現
堂
御
門
前

町
共
呼
ぴ
た
り
し
を
‘
後
に
御
門
前
町
と
略
稀
せ
し
も
の
也
。
故
に

此
の
一
町
は
、
共
の
以
来
東
照
宮
を
産
土
紳
と
な
し
彼
の
祉
の
掃
除

方
を
ば
町
内
よ
り
勤
め
来
れ
り
。
然
る
を
金
城
深
秘
録
花
、
松
原
町

を
枯
木
橋
へ
謹
ひ
出
し
‘
共
の
跡
へ
御
門
前
町
を
遁
ひ
出
す
。
御
門

前
町
は
往
古
道
場
屋
敷
の
時
分
の
町
名
た
り
。
今
は
紳
護
寺
門
前
と

去
ふ
。
紳
箆
寺
は
少
将
光
高
君
の
時
御
鎗
普
也
と
記
載
し
、
=
一
州
志

来
図
概
覧
附
一
録
に
は
、
昔
金
滞
一
払
帥

-r本
源
寺
と
て
本
願
寺
の
末
寺

あ
り
し
頃
、
城
門
の
前
怠
る
が
故
に
御
山
御
門
前
と
土
民
敬
唱
し
来

る
を
、
後
に
町
名
と
た
す
と
云
ふ
。
紳
醗
寺
門
前
と
一
宮
ふ
儀
に
は
非

横
山
左
衛
門
尉

長
丸
郎
左
衛
門
尉

奥

村

河

内

守

圃圃...  

も
駿
藩
の
後
に
遁
々
埋
め
て
、
今
は
遺
跡
も
知
れ
ざ
る
如
〈
成
り
た

o
 

h"' O
惣
構
掘
普
誇
来
由

有
津
武
貞
の
金
津
細
見
聞
稽
に
云
ふ
。
慶
長
四
己
亥
年
の
b
m
戸
、
大
阪

表
に
て
加
賀
陣
の
沙
汰
有
v
之
刻
、
虚
説
た
る
の
仰
せ
分
け
ら
れ
の
俊

民
横
山
大
膳
を
遁
さ
れ
、
利
長
卿
御
用
心
の
震
に
金
府
民
線
機
の
堀

を
穿
ち
、
土
居
を
築
か
る
。
今
の
内
惣
縛
是
た
り
。
甚
だ
念
な
る
事

に
て
‘
僅
か
廿
七
夕
自
民
共
の
成
功
を
遂
げ
た
り
。
品
ん
も
侍
普
繍
友

り
と
云
ひ
停
へ
た
り
と
あ
り
。
=
一
州
志
来
因
概
覧
に
も
、
慶
長
四
年

の
多
浪
撃
に
於
て
増
田
長
盛
等
姦
計
の
酷
慌
に
よ
り
‘
国
組
高
徳
公
と

徳
川
内
府
と
倶
に
凝
固
を
生
や
る
に
よ
り
、
端
館
公
越
中
よ
り
金
部

内
壁
}

へ
還
娘
、
高
山
南
訪
に
命
じ
て
撹
竪
を
再
修
せ
し
め
、
城
下
の
羅
郭

を
注
し
内
壁
を
掘
ら
し
む
。
僅
に
二
十
有
七
日
に
し
て
箆
〈
成
る
。

今
存
す
る
内
羅
郭
是
た
り
と
。
平
次
按
や
る
に
右
大
阪
に
で
加
賀
陣

の
沙
汰
云
々
と
い
へ
る
事
は
)
関
屋
政
春
古
兵
談
民
、
慶
長
四
年
八

月
大
阪
に
て
江
戸
内
府
家
康
公
よ
り
使
者
を
以
て
.
我
等
教
年
国
元

へ
参
ら
宇
、
仕
置
等
無
a
心
元
-
K
付
き
罷
下
り
、
来
春
罷
登
り
貸
方

と
代
り
度
し
。
但
し
先
づ
貸
方
御
下
回
被
v
成
‘
来
春
御
登
り
候
て
、

丸




